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仙台うみの杜水族館 
東東北北唯唯一一ののウウォォーーククススルルーー型型展展示示！！！！  

かかわわいいららししささ満満載載ののフフォォトトジジェェニニッッククなな新新エエリリアア  

  
  
  
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

【２０１９年９月２７日(金)オープン】 

〈この報道資料に関する報道関係各位のお問い合わせ〉
仙台うみの杜水族館　和田・小畑・板橋　kouhou@uminomori.jp

TEL：０２２－３５５－２２１４　FAX：０２２－３５５－２２２５

〈お客さまのお問い合わせ〉
TEL：０２２－３５５－２２２２　　http://www,uminomori,jp



 

かかわわいいららししささ満満載載ののフフォォトトジジェェニニッッククなな新新エエリリアア  

 
 

海と人、水と人との、新しいつながりを「うみだす」水族館『仙台うみの杜水族館』では、

１階「広瀬川 海のみなもと山・里・川」ゾーンに、新エリア「          」が

２０１９年９月２７日（金）にオープンいたします。 

「          」は、ニホンリスの生活する空間に入る、東北唯一のウォーク

スルー型のニホンリスの展示施設で、まるでリスたちの世界に入りこんだような気分を

味わうことができ、カラフルなおうちやレストランで過ごす表情豊かなリスたちの姿を

間近でご覧いただけるフォトジェニックな新エリアです。 

 

リスたちの生活する空間に入っていく「ウォークスルー型」の新展示 
檻越しに観覧するのではなく、リスたちの生活する

空間に入っていくことができる東北唯一の「ウォーク

スルー型」の新しい展示へと進化いたします。 

歩きながら、リスの魅力的なさまざまな動きや仕草を

間近で観察していただけます。また、金網やガラス

などの遮蔽物がないため、フォトジェニックな写真も

撮ることができます。リスの飼育数も７匹から

１２匹に増え、よりにぎやかになります。 

 

近くで、さまざまな角度から、リスたちの多様な魅力を観察 
普段は感じることのできないリスの息遣いや、におい

などを体感できるだけでなく、広い展示室内で

自由に暮らすリスたちをさまざまな角度から間近で

観察できます。 

住・遊・食などの多様な行動を引き出す仕組み

により、リスの魅力的な姿や可愛らしい仕草を

体感していただけます。 

 

リスのかわいらしさを最大限に引きたてるフォトジェニックな空間 

カラフルな巣箱、小さな食器を配置したレストラン風の

食事場、切り株の中に作られた水飲み場、休憩所

であるハンモック、季節の花 な々ど、リスのかわいらしさを

最大限に引きたてる空間演出により、いきいきと

暮らすリスの魅力的な姿をご覧いただけます。 

可愛らしいリスとカラフルな設備は相性ばっちりで、

フォトジェニックな空間です。 

 

【２０１９年９月２７日(金)オープン】 



 

かわいい！映える！見どころ盛りだくさん！ 

  

 

 

色や形がすべて異なる１５個の色とりどりな

おうち（巣箱）は、インスタ映え必至のスポット

です。リスたちがおうちから顔を出したり、 

屋根の上で佇んでいるような大変かわいらしい

姿をご覧いただけます。 

寄りでも引きでもかわいい写真を撮ることができ、

さまざまな楽しみ方ができます。 

 

 

 

 

リスたちのレストランはアンティークのカップ

ボードを改装して制作しました。 

リスのかわいい仕草の中でも、１、２を争う

食事シーンをナチュラルな素材のエサ台や

食器が引き立てます。かわいいお皿で木の実や

リンゴなどいろいろなごはんを食べるリス

たちの姿は必見です。 

 

ほかにも… 

ハンモックでリラックスして寝ている姿や、切り株の水飲み場で水を飲んだり、水浴びをしたりして 

遊ぶ姿、草木を元気に駆け回る姿など、さまざまな演出でリスたちの行動を引き出し、今までの

展示では見ることのできなかった、リスたちの魅力的な姿を観察できます。 

AAApppaaarrrtttmmmeeennnttt   

RRReeessstttaaauuurrraaannnttt   

リリリスススたたたちちちのののおおおうううちちち   

リリリスススたたたちちちのののレレレススストトトララランンン   



 

ニホンリスの魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンリス 

学名：Sciurus lis 

英名：Japanese Squirrel 

本州・四国・九州の森林に生息。夏は赤褐色、冬は灰褐色に毛の色が変化する。 

冬眠せずに一年中活動する。冬や盛夏は活動時間が短く、日の出直後がもっとも活発に

行動する。鋭い爪を持ち、樹上を駆け巡ることができる。 

３〜５月ごろ、木のうろの中などの巣で３〜６匹を産む。メスだけで子育てをし、２カ月半

ほどで乳離れをする。 

 

 

３匹の赤ちゃんが仲間入り！ 

２０１９年５月、うみの杜では初めてとなるニホン

リスの赤ちゃんが誕生いたしました。 

巣箱の中で親に守られながら成長し、１か月ほどで

巣箱から手足や顔を覗かせるようになりました。 

７月頃から巣箱から出てくるようになり、親と一緒に

ごはんを食べる姿や元気に動き回る姿が見られました。

最近では親から離れ、子供同士で仲良く過ごす様子が

観察できます。 

親リスに比べ小さく、フサフサとした尻尾やあどけない

動きが特徴で、大変かわいらしい姿を見せています。 

かわいいシッポ 

個体によって異なるシッポは注目ポイント。 

バランスを保つときにも役立ちます。 

膨らませたり、振ったりすることで、 

コミュニケーションをとる姿がかわいい。 

つぶらな瞳 

黒目がちで大きな瞳で、前後左右の状況を

キャッチしています。チャームポイントの

目の周りの白い縁取りもかわいい。 

ちいさな手 

小さいけれど器用にものをつかむ

ことができます。立つときに胸元に

おかれた手もかわいい。 

季節で変化する毛 

夏には赤みを帯びたオレンジ色、冬には薄い

グレーに毛の色が変化します。 

冬にはフサフサの毛が生え、大きく見える耳が

かわいい。 

 



 

水族館とニホンリスの展示 

仙台うみの杜水族館の１階「日本のうみ -東北のうみ-」は、「マボヤのもり」や「いのち

きらめく うみ」など、東北の海の魅力的な光景や個性的な生きもの、意外な表情を展示

しています。 

新エリア「          」があるのは「広瀬川 海のみなもと山・里・川」の

ゾーンです。仙台市内を流れる広瀬川をモチーフとし、広瀬川に生息する生きものだけ

でなく、カエルやヘビなど、その周辺環境にくらす生きものも展示しています。 

ニホンリスもその一つとして、２０１５年の開業以来、飼育展示しています。よくお客さま

から「何で水族館にリスがいるの？」との声を聞きますが、海や川などの水環境だけでなく、

その周辺にくらす生きものも展示することで「広瀬川」の生物とその周りの豊かな自然環境を

伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

【料金改定のお知らせ】 

２０１９年１０月１日（火）より、水族館入館料金を一部改訂いたします。 

 

 

 

  

入館料(税込)

現在 ２０１９年１０月１日以降

大人（１８才以上） ２，１００円 ⇒ ２，２００円

中・高校生 １，６００円 ⇒ １，６００円（変更なし）

小学生 １，１００円 ⇒ １，１００円（変更なし）

幼児（４才以上） 　　６００円 ⇒ 　　６００円（変更なし）

シニア（６５才以上） １，６００円 ⇒ １，６００円（変更なし）

年間パスポート(税込)

現在 ２０１９年１０月１日以降

大人（１８才以上） ４，２００円 ⇒ ４，４００円

中・高校生 ３，２００円 ⇒ ３，２００円（変更なし）

小学生 ２，２００円 ⇒ ２，２００円（変更なし）

幼児（４才以上） １，２００円 ⇒ １，２００円（変更なし）

シニア（６５才以上） ３，２００円 ⇒ ３，２００円（変更なし）


